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本年出前授業ベスト３は？
平成２４年もあとわずかとなり、本年度の博物館学校地域連携教育支援事業のまとめの

時期となってきました。お陰様で、１１月末現在で出前授業延べ約 1 万 5 千人、来館利用
約 6 千人、合計 2 万 1 千人を超すご利用をいただいています。
また、本年（１２月末現在）出前授業のご利用のベスト３（ご利用団体数）は

１位「天体学習」２位「ロボット学習」３位「大地のつくり、化石レプリカづくり」

となっています。

「天体学習」では、天体望遠鏡や双眼鏡を用い、季節の代表的な星座をはじめ土星、火

星、木星、月の観察を行いました。その他、本物の隕石を間近で見たり、太陽望遠鏡を使

って太陽表面を観察する体験などを行いました。

「ロボット学習」では教育用ロボットの「レゴ・マインドストームＮＸＴ」を用い、プ

ログラミングの基礎を学びました。その中でのグループ学習、

話し合い活動を通してコミュニケーション能力の向上にも役

立っていたように思います。また、世界最小の２足歩行ロボ

ット（ギネスブックに登録済み）「ｉ -ＳＯＢＯＴ」や犬型コ
ミュニケーションロボット「アイボ」に触れることにより、

最先端のセンサー技術と言語認識能力の素晴らしさに感動し

ていました。

「大地のつくり、化石レプリカづくり」では、地層のでき方実験器「つもるくん」を用

いた実験を通して、川を流れてきた土砂や粘土が河口付近で堆積する様子を模式的に観察

しました。また、山口県内の地層の様子をプレゼンで確かめたり、山口県内の岩石や示準

化石の本物を手にとり、観察することで、大地のつくりや岩石、化石に興味を高めました。

また、石こうを用いた「アンモナイト」や「三葉虫」の化石レプリカづくりにも真剣に取

り組んでいました。

大変多くの学校で出前授業を実施させていただき、苦労も

多かったのですが、何よりも本物にふれた時の子どもたちの

目の輝き、探究しようとする態度に触れたとき、私たちＭＴ

の疲れは吹っ飛んでいきました。近年子どもたちの理科離れ

が叫ばれていますが、私たちＭＴ同士の会話では「子どもた

ちには絶対に理科離れはないね！！」と言っています。

あとわずかとなった今年度の事業ですが、私たちＭＴも精一杯がんばっていきたいと思

っています。「本物にふれたときの子どもたちの目の輝きがＭＴのエネルギーです。」

ご利用をお待ちしています。



○ ３月２４日（日）サイエンストーク（最新の話題を交えながらサイエンスを語る）
時間 １３：３０～１５：００
場所 当館講座室
要申込（３０名）

冬眠する生物は？？
山口市ではすでに初雪を観測し、山間部では積雪も見られました。今年の冬は寒いの

でしょうか？気象庁の予報によると、「今年の冬は、北日本（北海道、東北）は平年並み

の寒さとみられるが、 それ以外の地域の気温は高いか平年並みで、暖冬傾向」と予想し

ています。とは言え、野山では多くの動物たちが冬に向かって準備をしていることでし

ょう。 ところで皆さん、「冬眠」と聞いて思い浮かぶ動物は何ですか？

「カエル」「ヘビ」？・・・ 変温性の動物を思い浮かべませんか？

冬眠とは「動物が摂食や運動をやめ、代謝活動が著しく低下した状態で冬季を過ごす

こと。」（平凡社 APOLLO 百科事典）とあります。
冬眠は変温性の魚類、両生類、は虫類、そして昆虫などの節足動物やマイマイなどの

陸生貝などの無せきつい動物に見られるだけでなく、コウモリやヤマネなど小型のほ乳

類を中心として冬眠する動物がいます。ではどのようなほ乳類が冬眠するのでしょう？

地球上の動物のうち、約４０００種がほ乳類です。そのうち冬眠するほ乳類は約１８

０種で、日本では、「エゾシマリス」「ヤマネ」「キクガシラコウモリ」「ツキノワグマ」

「ヒグマ」など、３２種ものほ乳類が冬眠するそうです。

冬眠には「クマ型」「ヤマネ型」「カエル型」の３つのタイプがあります。

１「クマ型」 冬眠前にエサを食べ、脂肪を蓄え、冬眠中はエサ、水をとらず、

排泄もしない。体温はあまり下がらず、外からの刺激によってい

つでも起きだすことができる。昔は「穴ごもり・冬ごもり」と呼

ばれていたが、最近ではクマの越冬も冬眠の一形態と考えられる

ようになっています。

２「ヤマネ型」 ヤマネやシマリスなどの冬眠様式で、シマリスで体温は５度まで

ヤマネでは１度近くまで下がりますが、体温調節機能があり、冬

眠眠中に体温が下がりすぎた場合、目をさますことができる異温

性動物と言われています。

３「カエル型」 周囲の温度変化に合わせ体温が下がり、仮死状態で冬眠します。

最後に「ヤマネ」の冬眠について紹介します。ヤマネは漢字で「冬眠鼠」と書くように、

何と山口県では約４ヶ月（１１月頃から３月中旬）を冬眠して暮らします。主食は昆虫で

すが、食物を蓄える習慣がありません。そのため、昆虫が少なくなる１１月頃には体温を

１℃近くまで下げ代謝量を減らし、体を丸めて冬眠するのです。

冬眠の場所は、木の穴の中や落ち葉の下のくぼみなどで１頭から数頭が集合して冬眠し

ます。時には雪の中で冬眠するものもいるようです。

○日本各地の呼び名も興味深いですよ。

「コオリネズミ」（紀伊半島）

「キノコダマ」（東北地方）

「マリオネズミ」（富士山麓）

「ナマケネズミ」（岐阜県）

←丸まって冬眠するヤマネ

１２月以降の行事案内


